
























































































































































































サ ク ラ の 演 技 と 被 験 者 の 反 応**

















































































































































































Not at all a little quite very extremely
0 1 2 3 4
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Not at all A slight amount A moderate amount An intense amount



























効用告知群 無効告知群 誤解群 プラシーボ群 計
多幸感誘導条件 27 26 26 26 105
怒り誘導条件 23 23 － 23  69
計 50 49 26 49 174
表 4-2.　被験者数内訳
効用告知群 無効告知群 誤解群 プラシーボ群
多幸感誘導条件 25 25 25 26










































































効用告知群 無効告知群 誤解群 プラシーボ群











































































6.　追 加 分 析
　追加の分析は，行動観察のデータだけで行われた。





の 5名と他の 20名では 5%水準の有意差はなかったが，やはり前者が低かった。
　怒り誘導条件の無効告知群 23名には 3名の自己流解釈の被験者がいた。3名対 20名で，
怒り言動得点を比較すると前者の得点が明らかに低かった。
　次がプラシーボ群の脈拍数が減少しなかった被験者である。多幸感誘導条件のプラシーボ
群 26名の中で，同じか増加したのは 12名であった。他の 14名は減少した。両者の活動性
指標を比較すると，脈拍数同じか増加の 12名のほうが，活動性が有意に高かった。
　怒り誘発条件のプラシーボ群の被験者数は 22名であったが，脈をとるのに失敗した例が








図 4-6.　追加分析 : 多幸感誘導条件の結果
図 4-7.　追加分析 : 怒り誘導条件の結果
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＊ 本稿の文献欄には 158号の「都会の隣人を愛しなさい」からの 4編の研究ノートを通しての文献を掲
載した。
